
ブラジル初等教育の「子どもCan-do」
－「人を育てる」日本語教育をめざして－

中島永倫子・末永サンドラ輝美
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〔要 旨〕

近年ブラジルでは、公教育下の初等教育段階の日本語学習者が増加しているが、「カリキュラム不在」
「言語と文化の関連がない」「教育理念と授業の一貫性がない」「現場で使えるツールがない」という問
題が顕著化してきた。そこで、サンパウロ日本文化センターでは、上記問題の解決を目指し「子どもCan-
do」の開発を開始した。この「子どもCan-do」は、言語能力だけではなく、言語教育の源となる教育
理念を起点に、それを体現するための認知的、社会的スキル、言語及び文化的能力記述文の総称である。
「子どもCan-do」は、ブラジル教育制度に基づいて、学校の教育理念と一貫性がある言語教育によっ
て子どもの様々な能力が促進できること、現場の教師が学習者の状況に即して能力記述が立てられるツ
ールとなることを目指している。本稿では、「子どもCan-do」の開発の経緯、理論的枠組み、構造と
テンプレート、および活用方法を報告する。

１．はじめに
ブラジルでは、公教育下の初等教育段階（１）（Ensino Fundamental １、以下EF１とする）の日

本語学習者数が、２０１２年から２０１５年の３年間に１，９７４人から２，９１２人に増加した（国際交流基金

２０１３：１７２、国際交流基金 ２０１７a：４６）。それに伴い、EF１の指導経験がない日本語教員がEF

１を担当するケースが増加し「子どもへの指導方法がわからない」「自分の授業がこれでいいの

か諮る手立てがない」との声が聞こえるようになった。そこで、公教育機関の日本語教育を支

援するサンパウロ日本文化センター（以下、FJSPとする）では、まず問題点を整理したとこ

ろ、以下の４つが浮かび上がった。１）ブラジルの教育制度を基軸とした日本語教育のカリキュ

ラムがないため指導方針が立てにくい、２）文化など日本語以外の項目に関する評価方法がな

く言語と文化の関係性が見いだせない、３）学校が掲げる教育理念と現場の授業に一貫性がな

く何のための日本語教育かが見えにくい、４）EF１に特化した教材が少なく教師が拠りどころ

とできるツールがない。これら４つの問題は、実はブラジルの日本語教育ではよく耳にするが、

それぞれが独立した別の問題として捉えられがちである。しかし「カリキュラム不在」「言語
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と文化の関連」「教育理念と授業の一貫性」「現場で使えるツール」とキーワードを並べると、

各項目は関連性があり１つを改善するためにはすべてを見直す必要があると考えた。そこで本

取り組みでは、これらの問題を関連させて対応策を講じることとし、ブラジル教育制度に基づ

いて、教育理念と一貫性がある言語教育によって子どもの様々な能力が促進できるツールとし

て「子どもCan-do」の開発に着手した。

ここで、本稿で扱う「子どもCan-do」について定義しておく。「子ども」はブラジル教育

制度EF１（６‐１０歳）の子どもを指す。「Can-do」は本来ヨーロッパ共通参照枠（以下、CEFR

とする）の行動中心主義（２）に基づき、場面に応じて言語を使用して「できる」ことを記述した

言語能力の熟達度を表す能力記述文（ディスクリプター）である（Council of Europe２０１４）。

FJSPで開発した「子どもCan-do」は、CEFRにある言語能力だけではなく、言語教育の源

となる教育理念を起点に、それを体現するための認知的、社会的スキル、場面の中でできるこ

とを示した言語や文化的能力、これらすべての記述文を「子どもCan-do」と定義することに

した。例を挙げると、ある学校で「グローバル社会で活躍できる人材となる」という教育理念

が掲げられているとする。「子どもCan-do」ではこのような理念を起点とし、教師等の記述

者がそれ以下に派生する記述文を作成する。そのため、まず左記理念を子どもが体現化するた

めには、どのような認知的・社会的スキルが必要であるかと、対象となる初等教育段階学習者

に合わせて考え、記述文を立てる。記述文には、「外国では違った社会やルールがあることを

認識し（認知的スキル）、外国人と交わる環境にいても、孤立せず周りと仲良く過ごせる（社

会的スキル）」のようなものが考えられる。次に、それを実際の場面で具現化する言語や文化的

能力は何であるのかと考え、「学校の休み時間に日本からの帰国生の友達を遊びにさそって一

緒に楽しく遊べる」という、言語と文化の両側面を持った能力記述を立て、最終的に、言語と

文化それぞれに必要な言語能力や文化的能力を考えていく。このように、教育理念から言語構

造まで一連の繋がりがある記述すべてを、本稿では「子どもCan-do」と呼ぶことにする。そ

うすることで教育理念と一貫性を持った言語能力記述が生まれ、学校の方針と直結した日本語

教育ができると考えるからである。

２．方針と方法
２．１ FJSP での方針

ブラジルでの年少者の日本語教育について、柴原（２０１６）はブラジルで代表的な子どもの日

本語教育機関を視察し、現場では文字学習を重視する傾向が強くコミュニケーション能力の育

成に繋がっていないケースがあること、また日本的な倫理観（３）を継承しようとする意思が強く、

数多くの文化行事が実施されているが、それら行事が子どもの日本的な倫理観の育成にどのよ

うに関与しているのかは問われていないことを指摘した。そして、子どもの日本語教育では年
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齢相当の認知能力に応じた教室活動を通してコミュニケーション能力及び異文化理解能力の養

成が重要であるとし活動例を提案した。また、福島・末永（２０１６）は、ブラジル日系人の日本

語教育に関する文献調査を基に日本語教育の変容を提示し、特に年少者の日本語教育において

は、子どもの発達段階を考慮し、コミュニケーション能力育成だけではなく、異文化理解や文

化的な項目の育成にも着目することが適切な場合があることを挙げている。これらの研究報告

を踏まえ、FJSPにおける初等教育段階への支援の方針を「外国語としての日本語教育を促進

し、言語と文化の両側面から『人を育てる』日本語教育を提案していく」こととした。

２．２ 「子どもCan-do」開発の手順

本取り組みは、１で述べた４つの問題への対応策として、以下の手順で「子どもCan-do」を

開発した。１）ブラジルの教育制度における外国語教育の方針を調べ、ブラジルにおける日本

語教育の立ち位置を明確にする、２）言語と文化の両方に関与できる「子どもCan-do」の理論

的枠組みを明確にする、３）教育理念と日本語の授業に一貫した繋がりが持てるよう「子ども

Can-do」の概念図を作成する、４）「子どもCan-do」が現場で使える道具となるようテンプレ

ート化を図る。なお、１）と ２）は「子どもCan-do」の理論的枠組みとして報告者が整理し、

３）と ４）は、現地のEF１の日本語教師との勉強会でフィードバックを得ながら作成した。よ

って本稿では手順に基づき、３章で「子どもCan-do」の枠組みとして、ブラジルにおけるEF１

の日本語教育の立ち位置と「子どもCan-do」の理論的枠組みを明確にし、４章で「子どもCan-

do」の具体的道具として「子どもCan-do」の開発方法とその構造、及びテンプレートについ

て説明する。５章ではテンプレートの記入例を示し、まとめの章では「子どもCan-do」が目指

すものとして、今後の課題やどのように現場で活かせるツールとなるのかを提案する。

３．子どもCan-do の枠組み
３．１ ブラジルの教育制度における日本語教育の立ち位置

現在のブラジルの教育の基盤は、１９８０年代より徐々に変化を遂げてきた。１９８８年に改訂され

た憲法では「公民権の行使の準備および労働に対する資格付与（２０５条）」が言及され、社会で

生きていくための人間を育てることが教育の目的として言及されるようになる。さらに、１９９０

年にタイのジョムティンで行われた「万人のための教育世界会議」の影響を受け、OECD

（Organization for Economic Co-operation and Development）が提唱する２１世紀スキルなどが

意識されるようになり、１９９６年に改訂された教育基本法にもそれが反映された（Mello２０１４）。

１９９６年に改訂された教育法では、基礎課程後半（Ensino Fundamental ２、以下EF２とする）

から「現代外国語」を必修科目として取り入れることが義務付けられており、言語の選択は地

域や機関に委ねられていた。この項目は２０１７年２月に改訂されEF２のカリキュラムには英語を
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必修科目として取り入れることが義務づけられた。しかし、各学校の裁量により、他の言語を

導入することも可能になっており、その場合、スペイン語を優先することを推奨している（第

３５‐A条４項）。特に私立の小中学校では学校の方針や地域の特性を活かして英語以外の言語を

取り入れ、日系社会にゆかりのある学校ではEF１または幼児教育から日本語を導入している

ところもある。

１９９７年には教育省により「教育国家カリキュラム教育指針」が公布され、教科ごとの目標や

方針など各地でカリキュラムを作成する際に基準となる教育内容及び評価が示された。このカ

リキュラムの現代外国語に関しては「外国語を学ぶことは生徒の人間及び市民としての自己認

識を高める可能性につながるため、社会で活躍する人間育成を前提に進める必要がある（Brasil

MEC・SEF１９９７）」と記されており、国際化を意識した文面が見られる。しかし、このように

連邦レベルで示された方針や政策は州や市レベルで実現されることになっており、実際の指導

内容は全国で異なっていた。そこで、２０１５年に連邦政府は、全国共通カリキュラム（Base

Nacional Comum Curricular、以下 BNCCとする）作成に着手し、現在ブラジル各地で公聴会

が開かれている段階である。BNCCが導入されれば、教育内容の６割が全国共通のものになり、

その他は各州や各機関判断で導入することになる。２０１７年現在に公表されたバージョンでは「ブ

ラジルの教育は、公正で民主的かつ差別のない社会構築のために、人間の育成を行う」ことを

目標に、幼児教育からEF２までの子どもが身につけるべき内容が記され、EF２から導入する

英語は「会話」「読む」「書く」「言語及び文法知識」「異文化理解」に関する目標が掲げられて

いる。中でも、「異文化理解」に関しては「文化間の交流のふりかえりを通して、様々な民族

の共存、尊重、対立の克服、多様性を重視することに貢献する」を目標に、言語以外の具体的

なスキルが示されている（Brasil MEC・SEF ２０１７）。英語以外の外国語教育については、州

や学校等の各現場での採用に委ねられているため特定のカリキュラムは制定されていないが、

ブラジルの外国語教育の方針には「市民としての自己認識」「社会での活躍」等のキーワード

が確認でき、外国語学習は子どもの社会性を育成する活動として位置づけられていることがわ

かる。従って、日本語に関しても言語面だけではなく異文化理解など社会で生きていく人間育

成を視野に入れ、国が掲げる目標に沿ってカリキュラムを作成し、異文化理解や社会性、それ

を支える個人の資質の育成を重要視し評価できる枠組みが必要である。

３．２ 「子どもCan-do」の理論的枠組み

ブラジルの教育制度の外国語教育の方針から、日本語教育においても言語のみならず、異文

化理解や社会性、それを支える個人の資質の育成を重要視し評価できる枠組みが必要であるこ

とがわかった。そのため、「子どもCan-do」では、言語及び個人の資質の変化や異文化理解

能力が評価できるよう「日本語能力」と「一般的能力」の両方の観点を持った枠組みが必要で
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あると考えた。そこで日本語能力の育成は、JF日本語教育スタンダード（以下、JFスタンダ

ードとする）（国際交流基金 ２０１７b）を参照し、異文化理解及び個人の資質に関わる能力の育

成は、CEFRに記述されている「一般的能力」（Council of Europe ２０１４：１０７‐１１６）を参照し

た。

３．２．１ JF 日本語教育スタンダード

「子どもCan-do」で育成する日本語能力は、教育理念や子どもの人間的成長を支えるため

の日本語である。そのためには、日本語を使って多様な社会の中で人間的豊かさを育むことが

目標となり、社会の中で他者と何かができるようになるための言語活動が必要となる。JFス

タンダードは、「相互理解のための日本語」を理念に、国際交流基金がCEFRを準拠に開発

した日本語教育の指導、学習、及び評価をデザインするための目安となるツールである（国際

交流基金 ２０１７b）。「相互理解のための日本語」には、課題遂行能力と異文化理解能力が必要

であるとし、課題遂行能力とは「日本語に関する知識だけではなく、日本語を使って何かを行

うという言語行動を中心とした幅広い能力を視野に入れた概念（２０１７b：５）」、異文化理解能

力とは「日本語による発信者と受信者がお互いに柔軟に調整しあう能力（２０１７b：６）」である。

「子どもCan-do」では、教育理念を根底に子どもの人間的成長を支えるための日本語能力育

成を目指している。そのため、日本語の知識だけを教えるのではなく、日本語を使って他者と

何かができるための課題遂行能力に働きかけることが欠かせない。また、他者とのやりとりの

なかでは、異文化理解能力も重要となるため、JFスタンダードに準拠して子どもの日本語能

力の養成を図ることは非常に有効であると考える。

課題遂行能力は「JFスタンダードの木」（図１、左側参照）によって示され、「コミュニケ

ーション言語能力（４）」を木の根に「コミュニケーション言語活動（５）」を木の枝葉と例えてその

関係を分かりやすく図式化している。よって「子どもCan-do」でもこの図式にならって、言

語能力を根幹に、言語活動を通して日本語能力が開花すると考え、実際に子どもが日本語を使

う場面を常に想定しながら、コミュニケーション力の育成を図ることとした。

３．２．２ CEFRの一般的能力

「子どもCan-do」では、異文化理解や社会性やそれを支える個人の資質の育成が評価でき

る枠組みが必要である。しかし、JFスタンダードには異文化理解能力を評価する能力記述文

（ディスクリプター）はない。そこで、CEFRの一般的能力を参照して、目標を達成するた

めに日本語以外で必要な能力を記述し「子どもCan-do」に加えることとした。CEFRの一般

的能力は、言語以外の能力で、１）叙述的知識、２）技術とノウ・ハウ、３）実存的能力、４）学

習能力に分割されている。叙述的知識とは、世界に関することや社会文化に関することを叙述
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的、体験的、学問的に知ることで、これらの知識を獲得することは異文化理解にもつながると

されている。技術とノウ・ハウとは、様々な技能として実際的にできることや、異文化間での

自己と他者の関係づけを理解し、対立等があっても何等かの働きかけができる文化間の仲介者

となれる能力を表す。実存的能力は、態度や価値観や動機に関わる能力を指す。学習能力は、

新しく学んだ経験から既に持っている知識を必要に応じて変えていく力とされ、勉強技能や発

見能力はここに分類される。これら多岐にわたる一般的能力は、言語学習には欠かせない能力

であるとともに、社会の中でこれらを形成することは発達段階にある子どもにとって成長にも

関与する。そのため、意識的に「子どもCan-do」に記述し、一般的能力の目標や評価の観点

が明確になることは意義があると考えた。

図１ 日本語能力と一般的能力の関連図

ここで記述する方法の例を挙げると、例えば子どもに働きかけたい一般的能力として教師が

「子どもたちが自分で掃除や整理整頓ができる」と考えたとする（実際にこれは、ブラジルの

日本語教育の現場で目標とされる特徴的な項目である。ブラジルの学校では校内の掃除は清掃

員がするもので学費を支払っている生徒に掃除をさせる、という考えは一般的ではない）。次

に、これがCEFRの一般的能力のどのカテゴリーに入るのかを明確にするため、以下のよう

に考える。例えば「自分で掃除や整理整頓する」ことは、「日本社会では道徳的に良いと捉え

られ日本の学校では生徒は教室やトイレを生徒が掃除する」という知識を教えることが目標で

あれば「叙述的知識」。もしくは実際に「生徒に自分達で教室の掃除や整理整頓させる」こと
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を経験させて、教室掃除のノウ・ハウを教えたいのであれば「技能とノウ・ハウ」。また「自

分で掃除や整理整頓する」ことが生徒にとっても肯定的な価値観として形成され、それが習慣

的にできるように働きかけたいのであれば「実存的能力」。このように、生徒のどのような能

力に働きかけたいのかによって、分類が異なり目標や評価の観点に違いがでる。教師が一般的

能力をどのように扱うかをはっきりと認識し、教育理念との関連性をもって意識的に授業計画

に取り入れることができれば、日本語のコミュニケーション能力とともに、子どもの能力や資

質にも働きかけられる。そのため、常に日本語能力と関連させて考えることは重要であると考

えた（図１を参照）。

以上、ブラジルの外国語教育の方針を確認することで、ブラジルのEF１における日本語教

育では言語及び異文化理解や社会性の育成が必要であることがわかった。また、言語と文化の

観点を「子どもCan-do」に取り入れるための理論的枠組みとして、言語能力の育成を JFス

タンダードに準拠し、文化や社会的側面を計画的に授業に取り入れる方法をCEFRの一般的

能力に準拠したことを示した。

４．「子どもCan-do」の構造化とテンプレート
４．１ 構造化の方法

「子どもCan-do」の構造を考えるにあたっては、ドイツに在住する日本にルーツを持つ子

どもの保護者や教師を対象に実施された「複言語キッズの日本語習得・日本語継承をサポート

するワークショップ『こどもCan Do』」を参考にした（チーム・もっとつなぐ ２０１５）。これは、

CEFRの「行動中心主義」に則って子どもの継承語／母語教育のあり方を考えるもので、CEFR

の Social Agent（６）の観点から、参加者が子どもの状況に応じてCan-do を記述し整理するワー

クショップだった。ドイツとブラジルでは歴史的背景や日本語教育の対象者は異なるが、「行

動中心主義」はブラジルの教育制度が掲げる「外国語を学ぶことは生徒の人間及び市民として

の自己認識を高める可能性に繋がり、社会で活躍する人間育成を前提に進める」という目標に

も繋がるため、ブラジルの日本語教育でも活用すべき概念だと考えた。ドイツの「こどもCan

Do」ワークショップでは参加者が提示したCan-do をより抽象的で大きい目標から具体的な行

動へと並べ、それを「大きいCan-do」から「小さいCan-do」と呼び、目標達成に必要な行動

を階層立てて並べながら具体的な行動を提示していた。それにならって、ブラジルでも子ども

の行動を中心に据え、より抽象的な能力記述から具体的な能力記述を組み立てる方法を開発し、

学校現場で使える「子どもCan-do」にしたいと考えた。そのため、複数の小学校に所属する

日本語教師の協力を得て勉強会を重ね、彼らの意見を反映させながら作成することとした。

「子どもCan-do」開発のための勉強会に参加した学校及び教師は表１の通りである。開発の

ための勉強会に参加したすべての学校は、日系人が運営に関わる私立の公教育機関で日本語教
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学校 日本語クラス 対象 EF１の学習者数 参加した教師 指導する学年
A校 課外授業 幼稚園、

EF１，EF２，高校
２５人 コーディネーター

教師１
教師２
JICA 派遣小学校教師

低－高学年
低学年
高学年
－

B校 必修科目 幼稚園、
EF１，EF２

１９０人 教師１
教師２

低学年
高学年

C校 必須科目
課外授業

幼稚園、EF２
幼稚園、
EF１，EF２，高校

２人 教師１
教師２

幼稚園
EF２

学校無所属 大学院生 －

表１ 勉強会に参加した学校と参加者

育を導入していることを学校の特色としている。A校ではすでにコーディネーターの声がけに

よって、複数の学校機関に所属するEF１の教師が連携を図るための勉強会が、２０１６年７月に発

足していた。しかし、各学校での日本語クラスの導入形態が課外または必須と違う中、どのよ

うに教師間での情報共有や連携を図るかは検討中であった。そこで「子どもCan-do」開発へ

の協力を依頼し、この勉強会の場で開発への取り組みができるようになった。

開発のための勉強会は２０１６年８月より毎月１回、計４回実施した。実施の概要（内容、教師か

ら得た意見、及び次回への改善点）は表２に示す。この勉強会の目的は、現場の教師の視点か

ら状況に即して様々な能力記述を出し合い分類する作業を通して、教育現場で妥当と考えられ

る大きいCan-do から小さいCan-do の構造規範を見つけ出すことであった。１回目では２校か

ら５名が集まり、２つのグループで作業をした。まず、ドイツの「こどもCan Do」の例になら

い、それぞれ「学校」という領域内で子どもの「できること」を集め、そこから「大きいCan-

do から小さいCan-do」へ「階層」を考えるワークをした（チーム・もっとつなぐ ２０１５：４１‐

４６）。２つのグループは、それぞれ「友だちをつくる」「教室のルールを理解する」を「できる

こと」として挙げ、それらを起点に小さいCan-do を考えようとしたが、どちらのグループも

具体的なCan-do が挙がらず、階層立てて並べることができなかった。その理由を聞くと、現

在子どもが「できること」から、学校の中で「何のために、どんな場面で、何ができるのか」

と連想していくのが難しいからではないか、との意見が挙がった。よって２回目の勉強会では

「何のために」に学校の理念を置き、場面も「学校や授業での場面」と特定し、その中で大き

いCan-do から小さいCan-do へと考えてもらうことにした。しかし「授業での場面」と限定

したことで、ほとんどの教師が「では、今『て形』を教えているので、『て形』が使えるゲー

ムで…」と文法や文型から考え始める結果となった。そして、すべてのグループが小さいCan-

do（文法や文型）から大きいCan-do を考えようと試み、大きいCan-do を後で付け足すグル

ープもあった。しかし、小さいCan-do から考えた場合、学校の理念につなげることができな

い、という新たな課題も指摘された。そこで、３回目の勉強会では、大きいCan-do から小さ

国際交流基金日本語教育紀要 第１４号（２０１８年）

－26－



いCan-do へと書き込み易いよう所定の枠を加えた用紙を準備した。参加者からは「枠がある

ことで記入しやすくなったが、理念と授業に一貫性を持って大きいCan-do から小さいCan-do

への繋がりを考えることは複雑難解で、またそれぞれの枠に何を書けばよいのかがわかりにく

い」との意見が出た。よって、最終回では、具体的記述が書けるよう所定の枠に記入すべき項

目の説明を書き加え、理念から一貫性を持って具体的記述ができるようにした。そこでようや

く「理念から授業で扱う言語項目までのつながりが見え、自分たちで書けるようになった」と

のコメントをもらい「子どもCan-do」の構造化への基盤を作ることができた。

表２ 勉強会の概要（Can-do 記述例の記述内容は資料１を参照）
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４．２ 「子どもCan-do」の構造

「子どもCan-do」開発のための勉強会を通して考案した構造は図２である。まず最上位には

「育成すべき資質・能力」として、ブラジルの教育制度や学校の教育方針に合致した内容を置

いた。その下位に、「子どもができる行動（社会的スキル）」と「行動を裏付ける核となる考え

（認知スキル）」を置くことで、上位に立てた資質・能力が体現されるための能力を明らかにし

た。その下位に「場面」を設定することで「“いつ”“どこで”“誰と”“何のために”“何をする”」

を明確化し、授業の中で取り扱う場面が特定できるようにした。その次に、授業で扱うより具

体的な内容を明示するため日本語能力と一般的能力を並列に置いた。日本語能力は、JFスタ

ンダードの木に準拠し最上位には場面の中での行動を表す機能を立て、下位に場面の中で適切

な文を作成するための運用能力、さらに下位に言語知識（含む言語構造）を置いた。

図２ 子どもCan-do の構造

一般的能力は授業で扱う具体的な場面の中で、まず日本語以外でできることを記述し、そし

て下位に、その行動に必要な資質や能力はどのようなものかを本稿３．２．２で示したCEFR５章

の一般的能力を参照して記述するようにした。そしてその下位に、それらの能力に働きかける

ための授業中の教師の具体的な行動を明示し、子どもの能力育成のために必要な教師側の行動

も記述できるようにした。

このように、大きな教育目標から常に関連のある能力記述文を配置することで、教育理念と

一貫性を持った授業で取り扱う具体的な項目を選択できるようにした。なお、上段の３項目は、
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日本語教育ではあまり取り扱われることがないが、この観点を上位に持つことで子どもの育成

にも携わるEF１の日本語教育の方向性と意義を明確にすることができると考える。

４．３ テンプレートの作成

「子どもCan-do」の構造をテンプレート化（資料２参照）する必要があるとの結論に至った

のは、勉強会で現場の教師から得た、１）理念から考えることが難しい、２）「子どもCan-do」

の構造が難解である、という２点のフィードバックがあったからである。

まず １）について、現場の教師より「普段日本語の授業を組み立てる時は『今日はどの文法

を教えるか』『それを練習する為にはどんな文にするか』『その文を使う楽しいゲームは何か』

という順序で考えている」との意見があった。さらには「日本語の授業が『教育理念』や『子

どもの育成』に関与できると考えたことがなかったため、『理念』から考えるのが難しい」と

のことであった。そこで、「子どもCan-do」の構造をテンプレート化し、各項目を自分で記

述することで、教育理念からの繋がりを意識化できるようにした。

次に、２）の「子どもCan-do」の構造が難解であるとの意見が出たため、構造が一見でわか

るようテンプレート化することにした。また「子どもCan-do」は「ブラジルの教育制度や自

分が働く学校の教育方針は何か」という問いかけから出発することが重要で、「理念を具現化

するためには、子どもがどのような行動を取ることが望ましいのか」「どのような日本語を使

用し、どのような一般的能力が必要なのか」と問いかけながら上部から記述することが、理念

に繋がる唯一の方法である。そのため、テンプレートを提供することで、思考の方向性を示し、

上位と下位の記述に一貫性をもたせることで、構造の理解につながると考えた。

さらにこのテンプレートには以下の発展性もある。１）「子どもCan-do」に記述した内容か

ら授業案を組み立てることができる、２）複数の「子どもCan-do」を組み合わせることで年間

カリキュラムが作成できる。今後さらに開発を進め「子どもCan-do」が広がればと考える。

上記、小学校教師と勉強会を重ねたことで、ブラジルの外国語教育を基盤に形成された教育

理念から一貫性を持った日本語教育への道筋が構造化された。さらには、現場で使用できる方

法としてテンプレートを作成するに至り、１で述べた４つの問題への対応策を提案した。

５．「子どもCan-do」の記入例
４回の勉強会の後、勉強会に参加したA校の教師達がテンプレートを試用し、彼らの現状に

即した「子どもCan-do」を作成した。作成の背景には、A校に在籍する日本からの帰国生に

対して日本語クラスとして何かできないかと、教師が考えたことにある。ブラジルの学校現場

では同じような現状を抱える学校が複数あるため、ここではその記入例を紹介したい（図３参

照）。
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A校は、サンパウロ市内にある日系ブラジル人が設立した学校で、課外授業として日本語を

教えている。日本語の授業を履修する生徒の多くは日系人だが日本語を家庭で使用する生徒は

いない。一方この学校には、日本で生まれ育ち、両親の都合でブラジルに帰国した日系人の生

徒が数名在籍し、彼らはポルトガル語が理解できない。A校では学校の理念の１つに「思いや

りのある子どもを育てる」が掲げられているため、教師達は、日本語を履修する生徒に「ポル

トガル語が分からなくて困っている帰国生達の力になってほしい」と、また帰国生には「日本

語を学習している生徒に日本語使用の機会を提供し、日本の小学校とブラジルの小学校の両方

の体験を通して異文化理解能力を育んでほしい」と考えていた。そこで、「子どもCan-do」

の「学校の方針・育成したい資質、能力」として「思いやりのある子どもを育てる・異文化理

解能力をもった子どもを育てる」とした（図３、A）。次に、この理念を子どもが体現化するた

めには、どのような認知的・社会的スキルが必要であるかと考え、「日本の学校とブラジルの

学校の違いが分かり（認知的スキル）、学校で、日本から来た新しい生徒と仲良くするための

きっかけ作りができる（社会的スキル）」と記述した（図３、B）。次に実際の場面で具現化する

言語や文化的要素は何であるのかと考え、「休み時間に、日本から来た生徒と親しくなるため

に、日本の学校の休み時間の過ごし方が聞けたり、ブラジルの学校の休み時間の過ごし方が話

図３ Can-do テンプレートの記入例

国際交流基金日本語教育紀要 第１４号（２０１８年）

－30－



せたりする」という、明確な場面の中で言語能力と文化能力が関連した記述をした（図３、C）。

そして日本語の能力記述として「日本の学校の休み時間に子どもたちがどんなことをするか聞

ける。」と日本語でできることを記入し、その下位には日本語で話すために必要な文や談話、

さらにその下には語彙や文型などを記入した（図３、D）。続いて日本語と並列する一般的能力

記述に、「学校のルールの中に文化的違いがあることを理解し、違う文化背景がある人にやさ

しくできる」と日本語以外でできることを記し、その下位には「日本とブラジルの休み時間の

過ごし方が分かる【叙述的知識】」「覚えた日本語を使って積極的に日本語で話しかける【実存

的能力】」と、子どもに実際に身に着けてほしい知識や行動としての一般的能力を明記した。ま

た、実際の授業では教師がいかに子どもを促すかが重要になってくるため、「教師の働きかけ」

の欄には「日本とブラジルでの休み時間の過ごし方の違いを説明する。小学生の学校生活の様

子がわかるビデオがあれば見せる」など、具体的方法を記入した（図３、E）。

A校では、上記の「子どもCan-do」を教師グループが中心になって作成し、学校内で日本

語を学習する生徒と帰国生が交流する時間を設けた。なお作成には、報告者が内容を何度か確

認し、理念を実際の場面を繋げる際、学校や授業での場面を考えるよう促したり、子どもの年

齢や発達に応じた日本語の表現や一般的能力を考えるよう妥当性を問い直したりした。これに

対し数名の教師からは、未だCan-do の構造が複雑且つ、理念から考えるのが難しいため、一

人で作成するのは難しいとの意見も出た。テンプレートは支援的道具ではあるが、思考の転換

を図ることは一朝一夕にはいかず、回数を重ねて考えることが重要となる。今後も勉強会を継

続し、この教師グループをモデルケースに「子どもCan-do」を促進しつつ、改良も行ってい

きたい。

６．まとめ「子どもCan-do」が目指すもの
本稿では、ブラジル公教育下のEF１の日本語教育の支援の一環としてブラジル教育制度に

基づいて、教育理念と一貫性を持った言語教育によって子どもの様々な能力が促進できるツー

ルとして「子どもCan-do」を開発した。

開発にあたって、まずブラジルの外国語教育の方針を調査し、EF１の日本語教育では社会で

生きていくための人間育成を視野に入れたカリキュラムが必要だとわかった。そこで「子ども

Can-do」には「日本語」と「一般的能力」の観点を導入し、日本語能力は JFスタンダードを、

人間育成に関わる個人の資質や能力には、CEFRの一般的能力を参照した。また、「子どもCan-

do」が現場で使えるツールとなるよう、ブラジルの小学校教師の協力を得て「子どもCan-do」

の概念を構造化し、テンプレートを作成して問題点の解決を図った。

今後の課題として、勉強会に参加した小学校教師より「背後にある理論的枠組みに馴染みが

なく、また構造を理解するのが容易ではないため、勉強会なしでテンプレートを記述すること
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はできない」との意見を得た。「子どもCan-do」の普及には、無論のことテンプレート配付

のみでは不十分であり、講義及びワークショップも併せて実施している。しかし、その回数は

限られているため、今後は日本語及びポルトガル語での解説を作成することも検討し、「子ど

もCan-do」が現場で使えるツールとしての汎用性を高めていきたい。

最後に「子どもCan-do」が目指すものは、ブラジルのEF１の日本語教育の問題解決に取り

組むことを通して、EF１の日本語教育の意義を明確化し、現場の教師が自信をもって日本語教

育に取り組めるようにすることである。本稿では、「子どもCan-do」の枠組み、作成の経緯

と方法について報告したが、現在「教案作成と子どもCan-do を活かした授業の方法」にも取

り組んでいる。そのためには、本稿における「子どもCan-do」の提案をスタート地点と捉え、

１）「子どもCan-do」から考える教案作成と授業方法の提案、２）「子どもCan-do」の評価方法

の提案、とさらに発展させていきたい。

資料１ 勉強会でのCan-do 記述例‐記述内容一覧
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資料２ 子どもCan-do テンプレート
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〔注〕
（１）ブラジルの義務教育は４歳から１７歳までを対象とし、幼児教育（Educação Infantil）は４‐５歳、基礎課程
前半（Ensino Fundamental １）は６‐１０歳、基礎課程後半（Ensino Fundamental ２）は１１‐１４歳、中等教育
（Ensino Médio）は１５‐１７歳と区分されている。

（２）行動中心主義とは「言語の使用者と学習者をまず基本的に「社会的に行動する者・社会的存在（social
agents）」、つまり一定の与えられた条件、特定の環境、また特殊な行動領域の中で、（言語行動とは

限定されない）課題（tasks）を遂行・完成することを要求されている社会の成員と見なす」考え方であ
る（Council of Europe２０１４：９）。

（３）柴原は「日本的な倫理観としては、礼儀正しさ、勤勉、誠実、整理整頓の習慣、時間の厳守、協調性、
他者配慮、思いやりがよく例に出される（柴原 ２０１６：９３）」と説明している。また、運動会、林間学校、
敬老会などの日本に関連した行事が多くされるものの、行事そのものは倫理観の育成にどのように関与
しているかは明確でなく、むしろ日本的な倫理観の重視によるブラジル社会の軽視を危惧し、両国がそ
れぞれ抱える問題や課題への取り組みから協同的に学ぶ姿勢が望ましいのではないかと提案している。

（４）言語構造的能力（語彙、文法、文字等）、社会言語能力（相手や場面に応じた言語の選択能力）、語用能
力（談話を組み立てるディスコース能力と言語の使用目的を理解する機能的能力）の３つから成る（国
際交流基金 ２０１７b：８）。

（５）読む・聞くなどの「受容的活動」、一人で長く話す・書くなどの「産出活動」、会話や手紙のやりとりな
どの「相互行為活動」の３つに分類される（国際交流基金 ２０１７b：８）。

（６）「社会的に行動する者・社会的存在（social agents）」とは、「一定の与えられた条件、特定の環境、ま
た特殊な行動領域の中で、（言語行動とは限定されない）課題（tasks）を遂行・完成することを要求さ
れている社会の成員（Council of Europe２０１４：９）」という考え方である。
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